
   1頁
令和 4年 8月20日事務事業評価シート（１/２）
13時52分18秒

【関連予算情報】評価年度 令和 3年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001351010 維持管理課道水路管理係

事務事業 02762 道水路管理事務 電話番号 0566-71-2237
【基本情報】
計画次数 02 第８次安城市総合計画
５Ｋの分類 002 環境
項目（施策） 001 ３環境
施策の方針 003 自然と共生する良好な生活環境の確保
事務事業 005 道水路管理事務

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成元年度事業期間 ～
実施方法 一部委託 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 義務的 性質別費目
健幸事業 マニフェスト 地方創生
根拠法令等 道路法、安城市法定外公共物の管理に関する条例

平成２８年度の事務事業の見直しにより、平成２９年度から以下の事業を統合しています。
・道路管理事務　・不法占用処理事務　・水路管理事務　・道路台帳管理事務 所属長名

担当者

備考

【事業分析】
対象

目的

手段

事務内容 道水路、橋りょう等の占用及び承認工事の許認可に関すること、道水路の用地に関すること、屋外広告物に関す
ること、狭あい道路拡幅事業に関すること、道路台帳管理等の事務処理を行います。

（単位：千円）【コスト】
令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 85,503 95,681 130,472
事業費 54,003 49,481 77,672
国庫支出金 3,550 4,056 4,500
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 42 21 24
一般財源 50,411 45,404 73,148

人件費計 31,500 46,200 52,800
正規（人） 5.00 7.00 8.00

その他経費 0 0 0

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

道水路の占用、承認工 道水路の占用、承認工 道水路の占用、承認工
事の許認可事務 事の許認可事務 事の許認可事務
道水路境界立会い、市 道水路境界立会い、市 道水路境界立会い、市
有地払い下げ、占用料 有地払い下げ、占用料 有地払い下げ、占用料
徴収、狭あい道路拡幅 徴収、狭あい道路拡幅 徴収、狭あい道路拡幅【事務事業活動実績】
、道路台帳の整備等の 、道路台帳の整備等の 、道路台帳の整備等の
事務 事務 事務
屋外広告物に関する事 屋外広告物に関する事 屋外広告物に関する事
務 務 務
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   2頁
令和 4年 8月20日事務事業評価シート（２/２）
13時52分18秒

評価年度 令和 3年度 進捗区分 ２次評価
所属 0001351010 維持管理課道水路管理係
事務事業 02762 道水路管理事務

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 道水路の管理者として必要な事務です。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 道水路の管理者として必要な事務で多くのニーズがあります。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3

理由
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 １

理由 道路占用等の電子申請を行い効率化を図っています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 道水路の管理者として適正な事務です。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
本事業は、道路管理者として行うべき必要な事業です。今後も適正な事務処理を行っていく必要があります。

採択

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）
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   1頁
令和 4年 8月20日事務事業評価シート（１/２）
13時53分27秒

【関連予算情報】評価年度 令和 3年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001351020 維持管理課予防保全係

事務事業 02763 放置自転車対策事業 電話番号 0566-71-2237
【基本情報】
計画次数 02 第８次安城市総合計画
５Ｋの分類 002 環境
項目（施策） 001 ３環境
施策の方針 003 自然と共生する良好な生活環境の確保
事務事業 006 放置自転車対策事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成元年度事業期間 ～
実施方法 一部委託 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 政策的 性質別費目
健幸事業 マニフェスト 地方創生
根拠法令等 安城市自転車等の放置防止に関する条例

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象 駅前広場、道路等を通行する人が

目的 安全で良好な通行機能を確保できるようになります。

手段 自転車等の放置禁止区域において、公共の場所における自転車等の放置を防止することにより、通行機能を確保
し、市民生活の安全を図るとともに良好な都市環境を保持します。

事務内容 放置自転車撤去・告示・処分、放置自転車台帳作成、放置自転車防犯登録照会、引取通知書発送、リサイクル自
転車業務、放置自転車実態調査、放置自転車クリーンキャンペーン、施設修繕

（単位：千円）【コスト】
令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 22,068 21,727 25,068
事業費 13,878 13,147 16,488
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 30 23 40
一般財源 13,848 13,124 16,448

人件費計 8,190 8,580 8,580
正規（人） 1.30 1.30 1.30

その他経費 0 0 0

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

放置自転車指導員の配 放置自転車指導員の配 放置自転車指導員の配
置（４人） 置（４人） 置（４人）
無料自転車駐輪場の管 無料自転車駐輪場の管 無料自転車駐輪場の管
理（９箇所） 理（９箇所） 理（９箇所）

【事務事業活動実績】

IP27P040



   2頁
令和 4年 8月20日事務事業評価シート（２/２）
13時53分27秒

評価年度 令和 3年度 進捗区分 ２次評価
所属 0001351020 維持管理課予防保全係
事務事業 02763 放置自転車対策事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

通行機能阻害による苦 0.00 0.00 0.00
情件数 件

0.00 0.00 0.00

放置自転車移動台数 200.00 200.00 200.00台
102.00 87.00 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 市が条例に基づき実施しています。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 放置自転車の移動台数は継続して一定量あります。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 １

理由 目標どおりの進捗でした。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 移動台数が一定量あるため、業務の効率化に努めます。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 他市も放置禁止区域を条例で定めています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
自転車等放置禁止区域内において、公共の場所における自転車等の放置を防止することにより、通行機能を確保

採択し、市民生活の安全を図るとともに良好な都市環境を保持することができました。また、少数の放置自転車が多
くの放置自転車を誘発し、現状へ復旧させるのに多くの労力、経費、期間を要することから、引き続き事業を継
続する必要があります。１次コメント

（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）
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   3頁
令和 4年 8月20日事務事業評価シート（１/２）
13時53分27秒

【関連予算情報】評価年度 令和 3年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001351020 維持管理課予防保全係

事務事業 02764 駅施設管理事業 電話番号 0566-71-2237
【基本情報】
計画次数 02 第８次安城市総合計画
５Ｋの分類 003 経済
項目（施策） 004 １０都市基盤（市街地）
施策の方針 001 １０都市基盤（市街地）その他
事務事業 002 駅施設管理事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成元年度事業期間 ～
実施方法 一部委託 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 政策的 性質別費目
健幸事業 マニフェスト 地方創生
根拠法令等

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象 駅施設及び駅前広場の利用者が

目的 安心・快適に利用できるようになります。

手段 鉄道利用する通勤者等を始め、駅施設及び駅前広場の通行者が、安心・快適に利用できるよう施設設備等を維持
管理します。

事務内容 安城駅前デッキ等の駅関連施設の保守管理清掃、タクシープールの水道料金の請求、安城駅前デッキ・三河安城
連絡通路・新安城駅自由通路の利用許可、施設修繕

（単位：千円）【コスト】
令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 88,809 149,733 134,365
事業費 81,249 141,813 126,445
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 19 19 20
一般財源 81,230 141,794 126,425

人件費計 7,560 7,920 7,920
正規（人） 1.20 1.20 1.20

その他経費 0 0 0

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

安城駅前デッキ、三河 安城駅前デッキ、三河 安城駅前デッキ、三河
安城駅連絡通路等の管 安城駅連絡通路、新安 安城駅連絡通路、新安
理清掃 城駅自由通路の管理清 城駅自由通路の管理清
駅前トイレの清掃 掃 掃
駅前広場樹木草花の管 駅前トイレの清掃 駅前トイレの清掃【事務事業活動実績】
理 駅前広場樹木草花の管 駅前広場樹木草花の管

理 理
三河安城駅2号駅前広 安城駅前デッキ調査点
場舗装改修工事 検業務委託

IP27P040



   4頁
令和 4年 8月20日事務事業評価シート（２/２）
13時53分27秒

評価年度 令和 3年度 進捗区分 ２次評価
所属 0001351020 維持管理課予防保全係
事務事業 02764 駅施設管理事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

駅関連施設の管理瑕疵 0.00 0.00 0.00
による事故件数 件

0.00 0.00 0.00

駅関連施設での事故、 0.00 0.00 0.00件負傷件数
0.00 0.00 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 市が所有する施設のため、管理を行います。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 多くの駅利用者及び駅前広場通行者が利用する施設です。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 １

理由 目標どおりの進捗でした。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 施設の修繕は汎用性のある材料を利用し、費用削減に努めます。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 駅前の施設を保全するため、適正です。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
ＪＲ２駅、名鉄６駅の広場や通路の清掃並びに植栽、エレベーター、便所等の維持管理を行い、鉄道を利用する

採択通勤者等を始め、駅施設及び駅前広場の利用者が、安心して快適に通行・利用できるよう、引き続き施設等の維
持管理を継続する必要があります。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



   5頁
令和 4年 8月20日事務事業評価シート（１/２）
13時53分28秒

【関連予算情報】評価年度 令和 3年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001351020 維持管理課予防保全係

事務事業 02765 自動車・自転車有料駐車場事業 電話番号 0566-71-2237
【基本情報】
計画次数 02 第８次安城市総合計画
５Ｋの分類 002 環境
項目（施策） 001 ３環境
施策の方針 002 低炭素社会の実現
事務事業 003 自動車・自転車有料駐車場事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

昭和48年度事業期間 ～
実施方法 全部委託 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 有料駐車場特会 事業区分 政策的 性質別費目
健幸事業 マニフェスト 地方創生
根拠法令等 安城市有料駐車場の設置及び管理に関する条例

平成２８年度の事務事業の見直しにより、平成２９年度から以下の事業を統合しています。
・自動車駐車場運営事業 所属長名
・自転車駐車場運営事業 担当者

備考

【事業分析】
対象 鉄道利用の通勤通学等の駐車場利用者が

目的 便利で安心して自動車・自転車駐車場を利用できるようになります。

手段 環境にやさしいパークアンドライド、サイクルアンドライドとして、通勤者等の駅周辺を中心とした市営駐車場
・駐輪場の利用を推進するため、自動車・自転車駐車場の管理運営を行います。

事務内容 月報報告、収入管理、指定管理者連絡調整会議、年度協定締結、事業計画書作成、決算事務、公営企業決算状況
調査、施設修繕

（単位：千円）【コスト】
令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 98,292 146,707 252,927
事業費 90,102 138,127 244,347
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 90,102 138,127 244,347

人件費計 8,190 8,580 8,580
正規（人） 1.30 1.30 1.30

その他経費 0 0 0

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

収容台数　1,231台 収容台数　1,231台 収容台数　1,231台
指定管理委託 指定管理委託 指定管理委託

安城駅西駐車場東棟エ 安城駅西駐車場東棟保
レベーター制御装置更 全改修工事、受変電設
新、精算機改修 備等保全更新工事【事務事業活動実績】

安城駅西駐車場消火設
備ほか更新修繕

IP27P040



   6頁
令和 4年 8月20日事務事業評価シート（２/２）
13時53分28秒

評価年度 令和 3年度 進捗区分 ２次評価
所属 0001351020 維持管理課予防保全係
事務事業 02765 自動車・自転車有料駐車場事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

有料駐車場の管理瑕疵 0.00 0.00 0.00
による事故件数 件

0.00 0.00 0.00

有料駐車場利用率 90.00 90.00 90.00％
77.26 83.63 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 ２
理由 駅周辺の駐車場需要を満たすため、市で補完する必要があります。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 利用台数は前年度と比べ増加しており、ニーズは充分にあります。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 ２

理由 駐車場利用率は目標を下回りましたが、増加傾向にあります。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 １

理由 指定管理者制度を導入済です。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 他市と比較し料金設定は適正な水準です。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
鉄道利用の通勤通学等の利用者が、便利で安心して自動車・自転車駐車場を利用できるようにするため、環境に

採択やさしいパークアンドライド、サイクルアンドライドを推進し、通勤者等の駅周辺を中心とした市営駐車場・駐
輪場の利用を促進するため、自動車・自転車駐車場の管理運営を行う必要があります。
　令和３年度は、新型コロナウィルス感染症の影響により、自動車・自転車共に、駐車台数及び駐車料金収入は１次コメント
減少していますが、新型コロナウィルス感染症発生前の状態に回復しつつあり、市民ニーズは充分にありますの（４００文字）
で、今後とも利用者が便利で安心して自動車・自転車駐車場を利用できるようにするため、適切な駐車場の管理 予算の方向性
運営を行っていくことが必要です。

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



   7頁
令和 4年 8月20日事務事業評価シート（１/２）
13時53分28秒

【関連予算情報】評価年度 令和 3年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001351020 維持管理課予防保全係

事務事業 02766 有料駐車場事業消費税事務 電話番号 0566-71-2237
【基本情報】
計画次数 02 第８次安城市総合計画
５Ｋの分類 002 環境
項目（施策） 001 ３環境
施策の方針 002 低炭素社会の実現
事務事業 004 有料駐車場事業消費税事務

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成12年度事業期間 ～
実施方法 直営 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 有料駐車場特会 事業区分 義務的 性質別費目
健幸事業 マニフェスト 地方創生
根拠法令等 消費税法

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象

目的

手段

事務内容 有料駐車場の使用料収入に関して、消費税法に基づき申告・納付を行います。
・課税売上と課税支出の見込みの検討
・消費税及び地方消費税の確定申告、中間申告

（単位：千円）【コスト】
令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 17,428 7,367 9,521
事業費 16,798 6,707 8,861
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 16,798 6,707 8,861

人件費計 630 660 660
正規（人） 0.10 0.10 0.10

その他経費 0 0 0

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

確定申告 確定申告 確定申告
中間申告 中間申告 中間申告

【事務事業活動実績】

IP27P040



   8頁
令和 4年 8月20日事務事業評価シート（２/２）
13時53分28秒

評価年度 令和 3年度 進捗区分 ２次評価
所属 0001351020 維持管理課予防保全係
事務事業 02766 有料駐車場事業消費税事務

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 消費税法に基づき申告・納付を行います。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 駐車場財政の健全性を保持する必要があります。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3

理由
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 １

理由 消費税法に基づき適切に申告・納付を行います。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 消費税法に基づき適切に申告・納付を行います。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
有料駐車場事業の消費税及び地方消費税の確定申告、中間申告に関する事務であり、適切に事務を行う必要があ

採択ります。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



   9頁
令和 4年 8月20日事務事業評価シート（１/２）
13時53分28秒

【関連予算情報】評価年度 令和 3年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001351020 維持管理課予防保全係

事務事業 02767 有料駐車場事業債償還事務（元金・利子） 電話番号 0566-71-2237
【基本情報】
計画次数 02 第８次安城市総合計画
５Ｋの分類 002 環境
項目（施策） 001 ３環境
施策の方針 002 低炭素社会の実現
事務事業 005 有料駐車場事業債償還事務（元金・利子）

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

昭和48年度事業期間 令和 6年度 52 年間～
実施方法 直営 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 有料駐車場特会 事業区分 義務的 性質別費目
健幸事業 マニフェスト 地方創生
根拠法令等

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象

目的

手段

事務内容 有料駐車場事業債の元金・利子償還事務

（単位：千円）【コスト】
令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 23,232 23,262 23,263
事業費 22,602 22,602 22,603
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 22,602 22,602 22,603

人件費計 630 660 660
正規（人） 0.10 0.10 0.10

その他経費 0 0 0

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

有料駐車場事業債の元 有料駐車場事業債の元 有料駐車場事業債の元
金・利子償還事務 金・利子償還事務 金・利子償還事務

【事務事業活動実績】

IP27P040



  10頁
令和 4年 8月20日事務事業評価シート（２/２）
13時53分28秒

評価年度 令和 3年度 進捗区分 ２次評価
所属 0001351020 維持管理課予防保全係
事務事業 02767 有料駐車場事業債償還事務（元金・利子）

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 有料駐車場で財源確保が必要です。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 施設の利便性と安全性を確保するため必要です。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3

理由
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 １

理由 適切に事務を行います。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 適切に事務を行います。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
本事業は、過年度に実施した駐車場施設改修工事の事業債の償還金及び利子を償還する事業であり、適切に事務

採択を行っていきます。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



  11頁
令和 4年 8月20日事務事業評価シート（１/２）
13時53分28秒

【関連予算情報】評価年度 令和 3年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001351020 維持管理課予防保全係

事務事業 02770 橋りょう維持管理事業 電話番号 0566-71-2237
【基本情報】
計画次数 02 第８次安城市総合計画
５Ｋの分類 002 環境
項目（施策） 004 ６都市基盤（交通）
施策の方針 004 安全、安心、快適な道路交通環境の実現
事務事業 002 橋りょう維持管理事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成元年度事業期間 ～
実施方法 一部委託 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 経常的 性質別費目
健幸事業 まちづくり マニフェスト 地方創生
根拠法令等 道路法施行規則

令和３年度の組織改正により、土木課道路建設係から維持管理課予防保全係へ所管が変わりました。
所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象 道路施設の橋りょうが

目的 道路橋の老朽化への予防的な修繕及び計画的な架け替えにより、係る費用の縮減と道路橋利用者への安全性と信
頼性を確保します。

手段 道路橋の定期的な点検と予防的な補修を実施します。

事務内容 点検業務、補修設計・工事

（単位：千円）【コスト】
令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 57,677 79,036 36,654
事業費 54,779 70,588 33,420
国庫支出金 16,940 13,512 12,100
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 37,839 57,076 21,320

人件費計 2,898 8,448 3,234
正規（人） 0.46 1.28 0.49

その他経費 0 0 0

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

橋りょう修繕　N=6橋 橋りょう修繕 N=3橋 橋りょう修繕　N=1橋
橋りょう点検　N=98橋 橋りょう点検 N=118橋 橋りょう点検　N=99橋

橋りょう設計 N=2橋
橋りょう工事 N=4橋

【事務事業活動実績】

IP27P040



  12頁
令和 4年 8月20日事務事業評価シート（２/２）
13時53分28秒

評価年度 令和 3年度 進捗区分 ２次評価
所属 0001351020 維持管理課予防保全係
事務事業 02770 橋りょう維持管理事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

橋の不良により通れな 0.00 0.00 0.00
くなった橋数 橋

0.00 0.00 0.00

点検する橋数 98.00 99.00 99.00橋
98.00 118.00 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 市が管理する橋梁です。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 道路橋としての安全性、信頼性の確保が求められています。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 １

理由 目標どおりの進捗でした。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 １

理由 予防的保全を行うことで事業費の削減になります。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 事業規模は適正です。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
老朽化する道路橋の増加に対応するため、予防保全による計画的な修繕を行い、長寿命化を図ることにより、費

採択用の削減を図りつつ、引き続き地域の道路網の安全性・信頼性を確保する必要があります。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）
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   1頁
令和 4年 8月20日事務事業評価シート（１/２）
13時54分12秒

【関連予算情報】評価年度 令和 3年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001351030 維持管理課地域整備係

事務事業 02768 道路施設管理事業 電話番号 0566-71-2274
【基本情報】
計画次数 02 第８次安城市総合計画
５Ｋの分類 002 環境
項目（施策） 003 ５生活安全
施策の方針 003 交通安全対策の実施
事務事業 002 道路施設管理事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成元年度事業期間 ～
実施方法 直営 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 政策的 性質別費目
健幸事業 マニフェスト 地方創生
根拠法令等

平成２８年度の事務事業の見直しにより、平成２９年度から以下の事業を統合しています。
・道路施設維持管理事業　・交通安全施設整備事業　・道路維持修繕直接施工事業 所属長名
令和３年度の組織改正により、土木課道路安全係から以下の事業を統合しています。 担当者
・生活道路新設改良事業のうち道路側溝等の新設改良　・通学路整備事業備考

【事業分析】
対象 道路施設を通行及び使用する市民が

目的 道路施設の修繕等の維持管理を行うことにより安全で安心して通行できるようになります。

手段 道路施設の維持改良を工事発注及び現業職員による直接作業にて修繕を行います。

事務内容 町内会土木事業要望をもとに道路施設の維持改良工事の設計及び施工管理を行い、かつ現業職員による定期的な
道路パトロール及び直接作業により適切な道路管理と街路樹の管理を行います。

（単位：千円）【コスト】
令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 616,907 970,794 782,187
事業費 541,307 871,794 689,787
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 812 881 870
一般財源 540,495 870,913 688,917

人件費計 75,600 99,000 92,400
正規（人） 12.00 15.00 14.00

その他経費 0 0 0

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

（舗装工）A=18,500㎡ （側溝工）L=4,687ｍ （側溝工）L=4,000ｍ
（防護柵）L=199m （舗装工）A=23,027㎡ （舗装工）A=22,000㎡
（道路反射鏡）N=32基 （防護柵）L=218m （防護柵）L=200m
（街路灯）N=3基 （道路反射鏡）N=34基 （道路反射鏡）N=40基
（区画線）L=35,418m （区画線）L=10,887m （区画線）L=30,000m【事務事業活動実績】
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令和 4年 8月20日事務事業評価シート（２/２）
13時54分12秒

評価年度 令和 3年度 進捗区分 ２次評価
所属 0001351030 維持管理課地域整備係
事務事業 02768 道路施設管理事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

道路瑕疵事故の件数 0.00 0.00 0.00
件

3.00 1.00 0.00

道路施設に対する苦情 100.00 100.00 100.00％・情報提供・要望に対
97.00 96.00 0.00する達成割合

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 道路施設には管理区分があり市道部施設の保守管理を行っています
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 本事業は市民生活に直結しておりニーズは充分にあります。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 ２

理由 道路施設管理費には限りがあり全ての要望に応えられていません。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 複数箇所の工事発注をまとめることにより経費を抑えています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 限られた事業費の中で、計画を立て効率的に整備を進めています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
町内会土木事業要望を基に、良好な道路環境の創出と通行者の安全を図るため、市内の道路施設の整備及び補修

採択、街路樹の管理を進めています。限られた事業費を効率的に活用し、緊急性が高く簡易なものについては現業職
員で施工し、大規模なものについては工事発注にて対応します。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）
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